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【1】ハドロン多体系の理論的研究（香村俊武）  
ハドロン多体系の研究を進めた。原子核を相対論的ハドロン多体系として扱う微視的理論を発展さ  
せた。負のエネルギー状態につめている核子を考慮しない相対論的平均場近似では、ハートレーフ  
ォヅク状態が不安定になる。  
不安定性のない理論を完成するため有限核について負のエネルギー核子を考慮して繰り込みを実行  
する処方を得た。負エネルギー核子を取り込む平均場近似スレ一夕一行列式状態にこの繰り込み法  
を用いて、反核子の束縛エネルギーなどを計算した。負エネルギー核子をも中間子場源として考慮  
すると、核子の束縛エネルギーが小さくなることを見つけた。この結果を理解するために、原子核  
は正エネルギー核子から成るという措像で、正エネルギー核子間の中間子交換力が負エネルギー核  
子から受ける補正を計算した。核子一反核子型の真空偏極により、核内核子間の中間子交換力は補  
正を受け、結合定数が小さく到達距離が長くなることを導いた。繰り込まれた真空偏極関数は核子  
密度に比例する。このため真空偏極による中間子交換力の補正は、二核子系では極めて小さくて、  
核内でのみ顕著になり、媒質効果として現れる。真空偏極補正を取り入れた湯川型中間子交換力を  
真空偏極関数について展開すると、斥力型の核子間有効三体、四体、五体力になる。陽子一原子核  
散乱における中間子交換力が二核子系の中間子交換力に比べて弱くなっているのはこの真空偏極補  
正の効果であることを指摘した。さらに、暗闇依存の平均場方程式に基づき、一粒子一一空孔励起  
が多粒子一多空孔励起へ移行する機構を解明する研究を進めた。   
【2】QCD物性（初田哲男）   
初田は、量子色力学（QCD）に基いたハドロンの構造とその媒質効果についての研究、及び摂動  
論の収束性とその改良の研究を行なった。まず、知久氏と、有限温度でのカイラル対称性の回復に  
伴う動的臨界現象としての2光子ピークの存在を線形ぴ模型に基いて提唱した。八木沢氏・北川氏  
とは、QCDのクオーク質点差に起因するアイソスピン対称性の破れによって∑一人混合が誘動される  
ことに注目し、その混合角をQCD和則の方法で研究した。浅川氏（名古屋大学）・Lee氏（YonseiU  
niv．）とは、カイラル対称性の部分的回復に伴う媒質中での中間子のスペクトル変化が、特にⅩ‡中間  
子において顕著である可能性を提唱し、媒質中でのQCD和則を用いてその定量的評価を行なった。田  
中氏・国広氏（龍谷大学）とは、通常は漸近展開であるところの摂動級数を収束級数に変える改良  
法を研究し、特に非調和振動子の波動関数が大きく改善される事を示した。   
【3】QCD物性と核子多体系（北川 尚）  
北川は酒見（東京工業大）らと協力し、高エネルギー1epton－hadron散乱実験におけるsemi－inelu51v  
e反応（散乱された1eptonと生成されるh8dronを同時に計測する）によって、核子内部の構造について  
の情報が、従来までの1neluslve反応（散乱された1eptonのみを観測する）よりも効率的に得られるこ  
とを示した。その解析の際に必要となるfr8gment8tion関数についての共同研究体制を整えている。  
また、谷垣（東北大）、佐川（会津大）らと協力し、陽子が過剰である炭素同位体の9Cの磁気能率の異  
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常についての研究を進めている。 単純な殻模型計算ではその異常な実験値が説明できず、eluste  
r模型では説明できる辛から、何らかの高次の配位混合が原因であると考えられ、殻模型での枠内で  
それらの効果を取り入れた計算を行っている。   
【4】原子核の回転運動（宇根司）   
励起回転バンド（S－バンド）と交差する直前で、基底回転バンドがどのように不安定化していくの  
かについて、宇楓ま多体論的記述を引き続き進めた。di8も8tie（遺熱的な）準粒子の表現を用いると、  
回転整列した2準粒子状態の最低励起エネルギーiま核スピンが増大していくと直線的にゼロに近づ  
く。このゼロ点に近づく領域がS－バンドと交差する領域であり、ここでは、乱雑位相近似（RPA）を  
超えた大振幅運動の理論で記述することが必要である。小振幅のとき最低励起エネルギーの回転整  
列即Aモードにつながるような大振幅運動モードを自己無撞着集団座標（SCC）の方法を用いて定義し、  
di8b且tie準粒子表現における残留相互作用によって規定されるこのモードの振舞いを調べることに  
よって基底回転バンドの内部平均場が不安定化していく過程を調べる。昨年度までに、この定式化  
に基づく数値計算プログラムが振幅の4乗項までの近似でできたので、まず、モデル的ハミルトニ  
アンを用いて大振幅運動モードが交差直前では不安定化することを確かめた。さらに、不安定化を  
発生させる主な要因の分析を進めた。大振幅運動モードの組成は、振幅が増大すると、他の内部励  
起RPAモードを取り込んで変化していく。この組成変化が不安定化の機構において本質的な役割りを  
することなどを明らかにした。   
【5】原子核集団運動の非線型理論（橋本幸男）   
原子核の集団運動を記述するうえで、時間依存ハートレーフォヅク（TDHF）の方法は時間に  
依存した平均場の運動を表現する簡単かつ有用な方法である。TI）HFの方程式は連立した非線形  
方程式であり、通常、その解は数値的に求められる。多自由度で非線形であるために、これらの解  
は複雑な振る舞いをするが、小振幅の極限では線形近似である乱推位相近似（RpA）がよい近似  
となる。そこで、振幅の大きな領域（大振幅集団運動）での系の振る舞いを理解するために、基準  
振動の周期性に着目しTDHF周期軌道の大域的な性質を明らかにする試みを進めている。ポイン  
トは2点あり、一つ目は、実際にRPAにつながるような周期軌道群をTDHF相空間内に作り出  
すこと。二つ目は、その周期軌道の安定性を評価することである。これらは、RPAの拡張にもな  
っている。その定式化のために、モノドロミ一行列の方法を採用し、それを数値的に解く方法を開  
発した。この方法を簡単なモデルハミルトニアンに適用して実際に周期軌道群を求め、それらの安  
定性を評価した。その結果、主要な周期軌道について、それらの分岐現象を含めた大域的な性質が  
明らかになった。また、このモデルハミルトニアンに対しては対角化によって固有値・固有波動関  
数が簡単に求まるので、上述の古典的な周期軌道群がそれらの量子力学的な性質にどのように対応  
しているかを明らかにしつつある（岩沢氏、茨城大・坂田氏、広島大・津久闇氏との共同）。   
【6】原子核の励起バンドの構造（岩沢和男）  
岩沢は、原子核研究所理論部研究員の田中武志と共に、原子核における励起バンドを求めている。  
その為に、Go即y有効相互作用を用いた新たなCr且nked肝8計算プログラムを開発した。このプロ  
グラムには、我々が既に開発した新たな計算方法である状態参照法を組み込んである。この方法は、  
任意の状態を参照しながらそれと最も構造の似た自己無撞着状態を求める事を可能にする。また、  
連続的に用いることでyr8Stに落ち込む事なく、励起バンドを求めて行く辛ができる。72Geに対  
して、CHFB計算を実行した。その結果、基底状態はSpherle81であり、第一励起状態は基底状態  
からの2準粒子励起状態として得られたOb18te変形状態であった。yr8Stは4本のバンドからなり、  
更にそれぞれのバンドからの2準粒子励起C椚柑状態を8個求め、各々を通る励起バンドを求めた。  
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その結果、恥ttelson－Va18tin効果は全体の傾向を支配してはいるものの、部分的にはそれとiま逆  
の傾向を持つバンドが存在する事を新たに発見した。また、対相関の発生に伴うバンドの分岐溺象  
を発見した  
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